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本プロジェクトの概要

参照元：https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo12_hh_000453.html

本プロジェクトの対象

ダイヤ貼替作業の省人化
→柔軟かつ高頻度なダイヤ改正の実現
→地域の移動ニーズ充足と交通事業者の

生産性に即した路線維持を期待

https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo12_hh_000453.html
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本プロジェクトの概要

参照元:https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo12_hh_000424.html

https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo12_hh_000424.html
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解決すべき課題

編成業務

改正実施

＜テーマ＞ ＜分類＞ ＜主な課題要因＞

情報リソースの不足

貼替作業工数と
人員不足

デジタルバス停
運用コスト

ダイヤ改正

＜ダイヤ改正の作業工数と人員不足の課題＞

特に地方部では、ダイヤ改正に伴う時刻表貼替え
作業に関わる人的リソースを確保することが難しく、
ダイヤ改正の頻度を抑制せざるを得ないという課題
がある。

＜デジタルバス停の運用コストの課題＞

時刻表貼替えの人手不足解消のための施策として、
デジタルバス停の導入があり得るが、通信費コストが
大きく、全面的な導入は難しい。

＜移動需要把握の課題＞
地域の公共交通を担う路線バスの持続可能性を
高めるためには、人口の変動やオーバーツーリズムな
どの需要の変化に伴い、柔軟に運行ダイヤを変更
する施策が有効であるが、バス事業者では、自社の
利用データ以外に移動需要を把握できておらず、
潜在的・急激な移動需要の増減に対応できていな
い。

●解決すべき3つの課題

・既存の利用者以
外の移動ニーズが
把握できない

・貼替作業の負担
が大きく、年に1回
しかダイヤ改正が
実施できない

・デジタルバス停
の導入により貼替
工数は解決できる
が、通信費用が標
柱ごとに発生する
ため高額

1回のダイヤ改正に伴い、「予
告ダイヤ貼替」、「切替後のダイ
ヤ貼替」がそれぞれ発生し、短
期間に大人数での対応が必要

従来のSIM通信型デジタルバ
ス停の場合、標柱単位で月額
数千円程度の利用料がかかる
ため、全数導入が非現実的
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課題に対する本プロジェクトのアプローチ

ダイヤ改正の課題に対し「短距離通信による軽量型デジタルバス停システムの開発」「ダイヤ作成支援システムの開発」
により、ダイヤ改正にかかる貼替業務と通信費の低減、外部データを用いた潜在的な移動需要の把握を実現する。

ダイヤ改正に課題を有するバス会社のダイヤ改正の柔軟性向上および潜在的な移動需要の獲得のため以下の施策を実施する。

①短距離通信による軽量型デジタルバス停システム

バス-バス停間の短距離通信技術を活用したSIMレスで運用可能なデジタルバス停へのデータ配達システムを開発することで、時刻表貼替え
作業を省人化し、ダイヤ改正にかかるコストを低減。柔軟なダイヤ改正による運行効率改善を実現する。

②ダイヤ改正支援システム

バスの乗降データと人流データの組み合わせによる地域の移動需要分析と、これに基づく効率的なダイヤ改正案生成支援技術を実装すること
で、運行計画策定に係るコストの低減と潜在的な移動需要の取込を図る。
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本プロジェクトの目指すビジョン

当プロジェクトを通じてダイヤ改正の「時刻表貼替え工数」「デジタルバス停運用コスト」「移動需要の把握」の打ち手を
具体化させ、技術実装を通しバス事業者の収益力強化を支援し、持続可能性の向上を実現する。

●目指す世界

本プロジェクトを通し、導入効果を得やすいダイヤ改正ソリューシ
ョンを開発し、技術実装をした後、下記の価値をバス事業者や
利用者・地域交通に提供することを目指す。

【バス事業者】
• 業務効率化、収益性の向上、柔軟な運行

【利用者・地域交通】
• 徒歩、車以外の移動手段の選択肢の増加による利便性の

向上
• 移動需要に合わせたサービスの提供による地域交通の持続

可能性の向上

ダイヤ作成支援システム

SIMレスデジタルバス停システム 業務効率化・収益性向上・柔軟な運行

プロジェクト内で実現させること
POCレベルでの下記の開発及び実証の実施

時刻表貼替業務の省人化

デジタルバス停の低コスト化

バス事業者

利便性向上・持続可能性向上

利用者・地域交通

プロジェクト内で実現したい価値

移動需要の分析支援

ダイヤ作成業務負担軽減

技術実証を通して目指していく世界

●実現したい価値
POCレベルでの下記の開発及び技術実証を実施し、技術実装を
具体化させる。

＜短距離通信による軽量型デジタルバス停システム＞
• 既存の車載機器に搭載しているWi-Fi 等の低コストで導入可

能なデータ送受信技術を活用した低廉なデジタルバス停システ
ムの開発

• 業務工数及び人員不足に課題があった「時刻表の貼替業務」
の省人化

＜ダイヤ作成支援システム＞
• バス車載システム等から取得する乗降実績データに加え、外部

から取得した人流データを組み合わせることで、地域内の移動需
要を分析し、バスの運行本数の最適化などダイヤ改正案の作成
を支援するシステムを開発
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システム概要
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実証計画

年末年始ダイヤ実施エリア 実施エリア（臨時便運行）

SIMレスデジタルバス停（26台） 設置箇所一覧 /既存SIM通信型デジタルバス停（69柱）

実施事項
25年
10月

11月 12月
26年
1月

デジタルバス停現地拠点
設置

事前移動需要分析

改正ダイヤ編成

時刻表生成作業

改正ダイヤデータ配信

改正前・後ダイヤ表示

改正後ダイヤ表示

実施事項
25年
12月

26年
1月

事前移動需要分析

臨時便ダイヤ編成

臨時便告知

イベント臨時便運行

まずは長崎にて効果・事業性を検証
その後、様々な特性を持った地域で有用性を
検証しながら、全国への普及を目指す
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